
  

い
つ
で
も
始
め
ら
れ
る

  

生
涯
学
習

　
生
涯
学
習
と
は
、
一
人
一
人
が
自
由

に
テ
ー
マ
を
選
び
、
自
分
に
合
っ
た
方

法
で
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
で
行
う
学
習
で
す
。
趣
味
で

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
生
涯
学
習

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

学
習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を

手
助
け
し
よ
う
と
、「
生
涯
大
学
院
」

「
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
」

の
開
設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

60
歳
か
ら
の
新
た
な
出
会
い

  

生
涯
大
学
院

　
市
で
は
、
高
齢
者
に
学
習
機
会
を
提

供
し
、
そ
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
生

涯
大
学
院
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
院
に
は
講
義
の
ほ
か
に
、

学
園
祭
や
広
報
誌
の
編
集
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
外
活
動
が
あ
り
ま
す
。
学
生
は

3
年
間
に
わ
た
り
、
新
た
な
仲
間
と
生

き
生
き
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
卒

業
後
に
も
、
生
涯
大
学
院
で
出
会
っ
た

仲
間
同
士
で
集
ま
る
機
会
を
つ
く
る
な

ど
し
て
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
院
で
は
、
平
成
27
年
度
の

学
生
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

会
場
＝
生
涯
大
学
校（
囲
護
台
）な
ど

学
習
内
容

◦
教
養
講
座（
午
前
10
時
〜
正
午
）…
成

田
の
歴
史
、
健
康
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
校
外
学
習
な
ど
年
間
25
講
座

程
度

◦
専
門
講
座（
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
）…
書
道
・
陶
芸
・
園
芸
・
油

絵
・
体
操
・
音
楽
か
ら
1
つ
を
選
択

し
、
年
間
15
講
座
程
度

◦
そ
の
ほ
か
の
活
動
…
学
園
祭
、
広
報

誌
「
す
え
ひ
ろ
」
の
編
集
・
発
行
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
書
道
・
陶

芸
・
油
絵
展
な
ど

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上（
4
月

1
日
現
在
）で
、
3
年
間
通
学
で
き

る
人

定
員
＝
1
0
0
人（
応
募
者
多
数
は
抽

選
）

授
業
料
＝
無
料（
実
習
費
・
教
材
費
は

実
費
）

申
し
込
み
方
法
＝
3
月
19
日
㈭（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名（
フ

　
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
書
い
て
生
涯
学
習
課
「
生

涯
大
係
」（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花

崎
町
7
6
0
）へ

生
涯

始
め
ま
せ
ん
か

学
習

あ
な
た
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、「
生
涯
大
学
院
」「
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
」を
開

設
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
学
習
機
会
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農場を見学（明治大学・成田社会人大学）

学園祭でソーラン節を披露する学生たち（生涯大学院）
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明治大学・成田社会人大学講座   
魅
力
あ
る
講
座
を
用
意

  
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学

　
市
で
は
、
高
校
生
以
上
の
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
明
治
大
学
・
成
田
社

会
人
大
学
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
豊
富

な
専
門
知
識
を
持
つ
明
治
大
学
の
講
師

陣
に
よ
る
講
座
が
、
あ
な
た
の
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
ま
す
。

　
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
で
は
、

平
成
27
年
度
の
受
講
生
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

課
程
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◦
国
際
社
会
課
程
…
所
康
弘
さ
ん（
明

治
大
学
商
学
部
兼
任
講
師
）

◦
地
域
社
会
課
程
…
井
田
正
道
さ
ん

（
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

◦
緑
地
環
境
課
程
…
池
田
敬た
か
しさ

ん（
明

治
大
学
農
学
部
准
教
授
）

期
日
と
時
間
・
内
容
＝
左
表
の
通
り

会
場
＝
市
役
所
会
議
室
・
生
涯
大
学
校

（
囲
護
台
）な
ど

対
象
＝
高
校
生
以
上
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員
＝
国
際
社
会
課
程
・
地
域
社
会
課

程
各
1
0
0
人
、
緑
地
環
境
課
程
40

人（
社
会
人
大
学
を
初
め
て
受
講
す

る
人
を
優
先
に
抽
選
）

受
講
料
＝
国
際
社
会
課
程
・
地
域
社
会

課
程
各
1
万
円
、
緑
地
環
境
課
程
1

万
2
、
0
0
0
円（
実
習
費
な
ど
は

実
費
）

申
し
込
み
方
法
＝
3
月
19
日
㈭（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
希
望
す
る
課
程

（
受
講
は
1
人
1
課
程
）・
住
所
・
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
生
年
月

日
・
職
業（
市
外
の
人
は
勤
務
先
や

学
校
名
も
）・
電
話
番
号
・
社
会
人

大
学
を
初
め
て
受
講
す
る
人
は
そ
の

旨
を
書
い
て
生
涯
学
習
課
「
明
大

係
」（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎

町
7
6
0
）へ

運
営
委
員
を
同
時
に
募
集

　
会
場
づ
く
り
や
受
け
付
け
な
ど
を
行

う
運
営
委
員
を
各
課
程
5
人
程
度
募
集

し
ま
す（
応
募
者
多
数
は
抽
選
）。
運
営

委
員
は
受
講
料
を
支
払
わ
ず
に
受
講
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は
受
講
生
と

同
じ
で
、「
運
営
委
員
希
望
」
と
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

  

役
立
つ
情
報
が
満
載

  

ま
な
び
＆
ボ
ラ
ン
ティ
ア
サ
イ
ト

　
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

「
ま
な
び
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
」

（http://w
w
w
.genki365.com

/
narita/

）を
開
設
し
、
講
演
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹

介
な
ど
、
生
涯
学
習
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
生
涯
学
習
課（
☎
20
‐

1
5
8
3
）へ
。

い
つ
ま
で
も

学
び
続
け
た
い

　
70
歳
で
生
涯
大
学
院
に
入
学
、

卒
業
し
て
か
ら
よ
り
専
門
的
に
学

び
た
い
と
社
会
人
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。「
相
続
と
遺
言
を
学

ぶ
」
な
ど
、
今
の
自
分
に
身
近
な

テ
ー
マ
に
興
味
が
湧
き
、
地
域
社

会
課
程
を
選
択
し
ま
し
た
。
大
学

教
授
の
講
義
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
な
の
で
、
来
年
度
も
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
知
識
を
手

に
入
れ
た
い
と
い
う
好
奇
心
は
ま

だ
ま
だ
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
出
会
っ
た
友
人

人
生
の
財
産
に

　
3
年
間
の
学
生
生
活
で
一
番
の

思
い
出
は
昨
年
11
月
の
学
園
祭
。

約
5
カ
月
間
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

一
緒
に
、
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
た
踊

り
の
振
り
付
け
を
考
え
て
練
習
し

た
り
、
衣
装
や
小
道
具
を
作
っ
た

り
と
準
備
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

本
番
直
後
は
感
極
ま
る
と
と
も
に
、

ク
ラ
ス
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

こ
で
の
出
会
い
を
一
生
の
財
産
と

し
て
、
卒
業
後
も
友
人
た
ち
と
付

き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

宗
むね
藤
とう
睦
むつ
夫
お
さん

（生涯大学院）

仲
なか
澤
ざわ
幸
ゆき
枝
え
さん

（明治大学・成田社会人大学）

イ ン タ ビ ュ ー

（全て土曜日 午前10時〜正午）
期日 内容

5/16
開講式・運営説明会（午後1時から）
施設園芸の世界情勢

5/30 薬食同源の化学

6/13 明治大学黒川農場見学・実習（果菜
類の管理）（現地学習）

6/27 富里市内圃
ほ

場見学（現地学習）
7/18 3課程合同特別研修
7/25 園芸作物の香りと機能性
9/12 食品の安全性を守る取り組み
9/26 焼畑から有機物利用農業へ

10/24 化学肥料利用農業から植物工場へ（公
開講座）

11/14 安心・安全・安定を目指す施設園芸
及び植物工場

11/28
（午前）特別講演〜安心・安全な食料
生産とは

（午後）修了式

緑地環境課程「消費者ニーズに応える植物・食料生
産とは〜安心・安全・安定・低価格への取り組み〜」

国際社会課程「21世紀世界の社会と経
済〜深まる混迷と確執〜」

（全て土曜日 午後2時〜4時）
期日 内容

5/16
開講式・運営説明会（午後1時から）
北米〜グローバル・シティと移民

5/30 ボコ・ハラムとアフリカ

6/13 中東・北アフリカ〜アラブ民衆革命
のゆくえ

6/27 南アジア〜最貧国バングラデシュとア
パレル産業

7/18 3課程合同特別研修

7/25「イスラム国」の台頭と世界経済（公開
講座）

9/12 東アジアの奇跡と今後

9/26 インドのこれから〜カースト制度は善
か悪か

10/17 アフリカの社会と経済
11/14 これからの世界と日本

11/28
（午前）日本〜 TPPとは、なにか？
（午後）修了式

地域社会課程「人口減少社会における諸課題
を考える〜現状の分析と対応策について〜」

（全て土曜日 午前10時〜正午）
期日 内容

5/16
開講式・運営説明会（午後1時から）

「自治体消滅論」を考える

5/30 人口減少社会における協働のまちづ
くり

6/13 医師不足問題を考える
6/27 少子高齢社会における雇用問題
7/18 3課程合同特別研修
7/25 少子高齢化と社会保障制度

9/5 基礎自治体の温暖化対策を考える（公
開講座）

9/26 少子化の実態と対策を考える
10/17 生涯スポーツの現状と課題
11/14 変容する社会と政治参加

11/28
（午前）少子高齢社会における教育
（午後）修了式

＊受講日時や内容などは変更される場合があります
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